
平成２６年度 第３回朝日町地域公共交通活性化協議会 

 

日時：平成 27 年 2 月 26 日(木)13:30～ 

場所：朝日町役場 ３階 第２会議室  

 

◆◆◆  次   第  ◆◆◆ 

 

 

１ 開  会 

 

 ２ あいさつ 

 

 ３ 協  議 

（１）平成２７年度朝日町地域公共交通活性化協議会収支予算(案)について 

 

（２）平成２７年度 朝日町・山形市間直行バスの運行計画について 

 

（３）平成２７年度 デマンドタクシー「あいのり号」の運行計画について 

 

（４）朝日町生活交通ネットワーク計画(平成２７年度分)の変更について 

 

（５）その他 

 

 

 ４ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 



朝日町地域公共交通活性化協議会

平成２７年度　収支予算（案）

収入予算額 400,000 円 　

支出予算額 400,000 円 　

差引額 0 円 　

１　収入

本年度
予算額(A)

前年度
予算額(B)

比較増減
（A)－(B)

説   明

1 負担金 400,000 400,000 0

1 負担金 400,000 400,000 0

400,000 400,000 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

400,000 400,000 0

２　支出

本年度
予算額(A)

前年度
予算額(B)

比較増減
（A)－(B)

説   明

1 運営費 140,000 140,000 0

1 会議費 90,000 80,000 10,000

90,000 80,000 10,000

2 事務費 50,000 60,000 △ 10,000

50,000 60,000 △ 10,000

3 諸費 0 0 0

0 0 0

2 事業費 250,000 250,000 0

1 直接事業費 250,000 250,000 0

250,000 250,000 0

3 予備費 10,000 10,000 0

1 予備費 10,000 10,000 0

10,000 10,000 0

400,000 400,000 0

朝日町負担金

合計

1 事務費

1 諸費

合計

2 諸収入

1 雑入

1 予備費

1 会議費

項　　目
（款項目）

消耗品等

地域公共交通活性化協議会委員謝礼等

時刻表印刷等

　

　

　

項　　目
（款項目）

1 直接事業費

1 雑入

1 負担金

資料１
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  資料２   

平成２７年度 朝日町・山形市間直行バス運行事業計画書 

 

１ これまでの経過及び運行の必要性 

平成１９年１０月から山交バス株式会社に運行委託して実証運行を行い、平成２２年度から

は町直営で運行を行っている。 

平成１９年１０月運行当初は町民認知が低いこともあり利用者は平均１０人（往路のみ）程

度であったが、平成２１年度では平均２２人（往路１９人、復路３人）程度、平成２２年度で

は平均３５人（往路３０人、復路５人）程度で推移しており町民の足として認知され、必要不

可欠な路線となっている。 

また、町では平成２１年２月に「朝日町公共交通総合連携計画」を策定、東北運輸局長から

「朝日町地域公共交通活性化・再生総合事業計画」の認定を受けて実証運行を経て、平成２３

年４月から本格運行を行っている。 

 

２ 運行の目的 

朝日町と山形市間の交通アクセスを高める。 

通学生をはじめ、誰もが安心して利用できるよう、朝日町・山形市間直行バスを運行する。 

 

３ 実施主体  朝日町地域公共交通活性化協議会 

 

４ 運行主体  朝日町（町有車両を使って直接運行する） 

 

５ 運 行 日  平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までの平日とし、年末年始 

（12 月 31 日～1月 3日）を除く。 

土曜日は往路のみ運行する。（祝日を除く） 

 

６ 利用料金                              （単位：円） 

乗車 

１回あたり 

高校生以上 中学生以下 小学生未満 

５００ ２５０ 無 料 

 

 

通  学 通  勤 

片 道 往 復 片 道 往 復 

 平日限定  平日限定  平日限定  平日限定 

１カ月定期 7,000 6,000 13,000 12,000 9,000 8,000 17,000 16,000 

３カ月定期 20,000 17,000 37,000 34,000 25,500 22,500 48,000 45,000 

６カ月定期 36,000 31,000 67,000 62,000 46,000 41,000 87,000 82,000 

１ 年 定 期 70,000 60,000 130,000 120,000 90,000 80,000 170,000 160,000 

※往復定期券に限り、山交バス寒河江宮宿線の寒河江バスターミナルから宮宿まで利用できる。 

ただし、利用日は朝日町・山形市直行バスの運行日に限る。 
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７ 運行経路  別紙のとおり 資料２－１、資料２－２ 

 

８ 運行時刻 

往路（朝日町→山形市） 
復路（山形市→朝日町） 

バ ス 停 
3月～11月 12月～2月 

時刻 時刻 バ ス 停 時刻 

太郎公民館 (乗車専用) 6:33 6:23 山交バス本社前 (乗車専用) 18:10 

太 郎 〃 6:34 6:24 山形駅西口 〃 18:15 

新 崩 〃 6:35 6:25 山形市役所前 〃 18:20 

水 口 〃 6:36 6:26 城北高校前 〃 18:25 

西小前 〃 6:36 6:26 北山形駅 〃 18:28 

発電所前 〃 6:37 6:27 山辺町南公園前 〃 18:48 

農協支所前 〃 6:38 6:28 送橋警備所前 (降車専用) 19:13 

双葉住宅団地前 〃 6:38 6:28 中 堀 〃 19:14 

西船渡 〃 6:39 6:29 古 槇 〃 19:14 

助ノ巻 〃 6:40 6:30 四ノ沢 〃 19:16 

西 町 〃 6:41 6:31 朝日中前 〃 19:17 

朝日町役場前 〃 6:42 6:32 前田沢 〃 19:18 

本 町 〃 6:43 6:33 小学校前 〃 19:18 

大 町 〃 6:44 6:34 大 町 〃 19:19 

小学校前 〃 6:45 6:35 本 町 〃 19:20 

前田沢 〃 6:45 6:35 朝日町役場前 〃 19:21 

朝日中前 〃 6:46 6:36 西 町 〃 19:22 

四ノ沢 〃 6:47 6:37 助ノ巻 〃 19:23 

古 槇 〃 6:49 6:39 西船渡 〃 19:24 

中 堀 〃 6:49 6:39 双葉住宅団地前 〃 19:25 

送橋警備所前 〃 6:50 6:40 農協支所前 〃 19:25 

山辺高校前 (降車専用) 7:15 7:08 発電所前 〃 19:26 

山本学園前 〃 7:30 7:25 西小前 〃 19:27 

山形商業前 〃 7:33 7:28 水 口 〃 19:27 

山形駅西口 〃 7:35 7:32 新 崩 〃 19:28 

山形市役所前 〃 7:48 7:48 太 郎 〃 19:29 

城北高校前 〃 7:57 7:57 太郎公民館 〃 19:30 

北山形駅 〃 8:00 8:00 - - - 
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＜平成２７年度 運行時刻＞ 

往路（朝日町→山形市） 復路（山形市→朝日町） 

バ ス 停 
3 月～11 月 12 月～2 月 

バ ス 停 
１便目 ２便目 

時刻 時刻 時刻 時刻 

太郎公民館 (乗車専用) 6:33 6:23 山交バス本社前 (乗車専用) 17:00 18:45 

太 郎 〃 6:34 6:24 山形駅西口 〃 17:05 18:50 

新 崩 〃 6:35 6:25 山形市役所前 〃 17:10 18:55 

水 口 〃 6:36 6:26 城北高校前 〃 17:15 19:00 

西小前 〃 6:36 6:26 北山形駅 〃 17:18 19:03 

発電所前 〃 6:37 6:27 山辺町南公園前 〃 17:38 19:23 

農協支所前 〃 6:38 6:28 送橋警備所前 (降車専用) 18:03 19:48 

双葉住宅団地前 〃 6:38 6:28 中 堀 〃 18:04 19:49 

西船渡 〃 6:39 6:29 古 槇 〃 18:04 19:49 

助ノ巻 〃 6:40 6:30 四ノ沢 〃 18:06 19:51 

西 町 〃 6:41 6:31 朝日中前 〃 18:07 19:52 

朝日町役場前 〃 6:42 6:32 前田沢 〃 18:08 19:53 

本 町 〃 6:43 6:33 小学校前 〃 18:08 19:53 

大 町 〃 6:44 6:34 大 町 〃 18:09 19:54 

小学校前 〃 6:45 6:35 本 町 〃 18:10 19:55 

前田沢 〃 6:45 6:35 朝日町役場前 〃 18:11 19:56 

朝日中前 〃 6:46 6:36 西 町 〃 18:12 19:57 

四ノ沢 〃 6:47 6:37 助ノ巻 〃 18:13 19:58 

古 槇 〃 6:49 6:39 西船渡 〃 18:14 19:59 

中 堀 〃 6:49 6:39 双葉住宅団地前 〃 18:15 20:00 

送橋警備所前 〃 6:50 6:40 農協支所前 〃 18:15 20:00 

山辺高校前 (降車専用) 7:15 7:08 発電所前 〃 18:16 20:01 

山本学園前 〃 7:30 7:25 西小前 〃 18:17 20:02 

山形商業前 〃 7:33 7:28 水 口 〃 18:17 20:02 

山形駅西口 〃 7:35 7:32 新 崩 〃 18:18 20:03 

山形市役所前 〃 7:48 7:48 太 郎 〃 18:19 20:04 

城北高校前 〃 7:57 7:57 太郎公民館 〃 18:20 20:05 

北山形駅 〃 8:00 8:00 - - - - 

 



朝便　往路経路図①

朝便　往路経路図②

：バス停

新崩

水口

西小前

発電所前

農協支所前

双葉団地

西船渡

助ノ巻

西町

朝日町役場前

本町

大町

小学校前

前田沢

朝日中前

四ノ沢

古槇

中堀

送橋警備所前

山辺高校前

：バス停

太郎公民館

太郎

資料２－１



朝便　往路経路図③

山本学園前

山形商業前

山形駅西口

山形市役所前

城北高校前

北山形駅

：バス停



:バス停

:バス停

夜便　復路経路図①

夜便　復路経路図②

山交バス本社前

山形駅西口

山形市役所前

北駅西

城北高校前

北駅西

資料２－２



:バス停

:バス停

夜便　復路経路図④

夜便　復路経路図③

南公園前

太郎公民館

水口

西小前

発電所前

農協支所前

双葉団地

西船渡

助ノ巻

西町

朝日町役場前

本町 大町

小学校前

前田沢

朝日中前

四ノ沢

古槇

中堀

送橋警備所前

新崩

太郎
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実証運行の結果について 

１ 朝日町・山形市間直行バスの復路便（山形発）の運行について                

(1) 実証運行の実施状況について 

【１回目】９月 1 日（月）～12 日（金）の平日 10 日間 

18 時 10 分山交本社前発（従来の便）と 19 時 30 分山交本社前発を運行 

【２回目】10 月 20 日（月）～31 日（金）の平日 10 日間 

16 時 30 分山交本社前発と 18 時 10 分山交本社前発（従来の便）を運行 

 

(2) 便ごとの１日平均乗車人数（下段は合計欄に占める割合） 

 16 時 30 分発 18 時 10 分発 19 時 30 分発 合計 

１回目（９月）  
１０．１人／日 

（69.7％） 

４．４人／日 

（30.3％） 
１４．５人／日 

２回目（10 月） 
７．５人／日 

（58.1％） 

５．４人／日 

（41.9％） 
 １２．９人／日 

 

(3) 実証運行後のアンケートについて 

○11 月に定期券購入者 22 名に照会し、有効な回答は７名。 

○山交本社前発の時間について、16 時 00 分から 21 時 00 分以降まで 30 分刻みで希望する時間を調査 

 16:00 発 16:30 発 17:00 発 17:30 発 18:00 発 18:30 発 20:00 発 20:30 発 

第一

希望 
１名 １名 ３名 １名   １名  

第二

希望 
   ２名 ３名 １名  １名 

 

(4) 経費等の試算 

  往路便は同じ時間帯に 2 台運行しているため、長期休暇の時期は１台で運行してきた。一方で、復路に

おいて２つの時間帯を運行する場合は、必ずそれぞれ通年運行しなければならない。 

歳出  約 78 万円の増（運転手人件費等） 

   

(5) 平成 27 年度の運行の考え方 

   復路便について、山交本社前発、17 時 00 分及び 18時 45 分の２便を運行する。 

【17 時 00 分発の運行理由】 

○10 月に実施した２回目の実証運行において、多くの利用者が従来よりも早い 16 時 30 分の便に乗車

している。 

○実証運行後のアンケートにおいて、17 時 00 分発を希望する者が最も多く、16 時 00 分及び 16 時 30

分発の希望者を含めると、アンケート回答者の約７割となる。 

 【18 時 45 分発の運行理由】 

  ○実証運行の結果、19 時 30 分発より 18 時 10 分発の利用率が高い結果となった。またアンケートの

第２希望において、18 時 00 分発を希望する者が最も多かった。一方で、2 便目を 18 時 10 分とする

と、上記の 1 便目 17 時 00 分との間隔が狭くなり、結果として利便性が低くなる。また、18:35 山形

資料３ 
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駅発の JR 左沢線の利用者も直行バスを利用できるよう、発車時刻を少し遅く設定し、18 時 45 分発

とする。 

 

 （6）往路便の運行台数の変更について 

   平成 27 年度から往路便の運行台数を 2台から 1台に減車する。 

 （理由） 

1 号車は座席 36 席に補助椅子 8 席であり、平成 26 年 4 月～12 月の往路便の平均乗車人数は 25.4 人

（最大で 33 人）であり、１台で対応できる状況となっている。 

現在、高校 3 年生は 72 人で、来年度の高校 1 年生（現在の中学 3 年生）は 54 人である。今後も 40

名後半から 60 名程度で推移する。 
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２ デマンドタクシーありのり号の土曜日の運行について                

(1) 実証運行の実施内容 

  ○デマンドタクシーの利用率が高い西部地区において、9 月及び 10 月の土曜日（8 日間）実施 

  ○運行時間帯は、平日の運行において利用が集中している 8 時 00 分西部地区発から 12 時 15 分宮宿発

まで合計５本 

  

 (2) 期間中（8日間）の利用状況 

 上り（西部発） 下り（宮宿発） 
合計 

8 時 00 分発 9 時 30 分発 8 時 45 分発 11 時 00 分発 12 時 15 分発 

合計 ７人 １９人 ３人 ２１人 ４人 ５４人 

1 日

平均 
０.９人／日 ２.４人／日 ０.４人／日 ２.６人／日 ０.５人／日 

1 日６.８人／日 

1 便１.４人／便 

    

【利用者数の比較】 

※西部地区の、8 時 00 分発～12 時 15 分発の利用状況 

西部方面 
平成 25 年 9、10 月 平成 26 年 9、10 月 平成 26 年 4～8 月 

平日 土曜 平日 土曜 平日 土曜 

利用者数 590 人 

  

507 人 54 人 1,376 人 

  １日平均 

14.4 人 11.2 人 13.1 人 

(590 人／

41 日) 
(561 人／50 日) 

(1,376 人／

105 日) 

１便平均 2.4 人／便 2.2 人／便 2.6 人／便 

 

(3) 経費等の試算 

 土曜日、４方面すべて運行するとタクシー会社への委託料の増加や、予約センター職員の増員を要する。 

歳出  約 240 万円の経費増（タクシー会社への委託料、受付スタッフの人件費等） 

   歳入 △約 24 万円（利用者が拡散し、運行割合が下がることによる国庫補助金の減） 

      

 (4) 民間事業者との関係 

  デマンドタクシー等を運行する根拠となる「生活交通ネットワーク」という国の制度の考え方は、既存

のタクシー等と、公共交通機関が相互に補完して地域の交通基盤を支えるという考え方。当町のデマンド

タクシー導入時もこの考えに基づき、運行時間を平日の午後５時迄とし、夜間や土日祝日をタクシー事業

者等が担うこととしている。  

実証運行実施後の民間事業者からの聞き取りでは、土曜運行を行うことは生活交通ネットワーク導入時

の趣旨に反するとともに、今後の会社経営の見通しが厳しくなる旨のご意見をいただいている。 

 

 (5) 平成 27 年度以降の考え方 

  土曜日の運行については、利用状況、費用対効果、民間事業者の意見等を踏まえ、実施を見送る。 
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  資料４   

 

平成２７年度 朝日町デマンド型タクシー「あいのり号」運行事業計画書 

 

１ 事業の内容 

（１）実施の背景 

朝日町では廃止代替路線として、立木線、上郷太郎線を町民バスとして運行し、主に通学

や通院、買い物等に利用されていたが、人口減少、自家用自動車の増加により年々利用者が

減少していた。 

さらに、集落が分散しており、路線バス等で全てのニーズに対応するのは困難な状況にあ

るため、より効率性が高く利用者のニーズにあった公共交通として普及が進んでいるデマン

ド型交通システムについて運行を実施する。 

 

（２）予定する主な実施効果 

・交通空白地域の解消 

・高齢者等が自家用車に頼らず安心して移動できる 

 

（３）事業内容 

①実施方法  「朝日町地域公共交通活性化協議会」が実施主体となり、朝日町の負担金及

び「地域公共交通確保維持改善事業」を活用し、事業を実施する。 

②事業概要  町内全域を運送区域としてデマンド型タクシーの運行を実施する。 

③運行方法  朝日町が運行主体となります。（登録番号：東山市交第４号） 

④運 行 日  平成 27年 4 月 1日から平成 28年 3 月 31 日までの平日とし、 

年末年始（12 月 31 日～1月 3日）を除く。 

  ⑤運  賃 

 
大人(高校生以上) 小人(小・中学生) 幼 児 

乗車１回あたり ４００円 ２００円 無 料 

回数券（12 枚綴り） ４,０００円 ２,０００円 ― 

１ 日 券  １,０００円 ５００円 ― 

定 期 券  条例のとおり 条例のとおり ― 

※障害者手帳所持の方は２００円、付添人は障害の程度に応じて減免する場合がある。 

 

⑥利用できる地区の範囲 

〔西部地区〕 常盤、夏草、長沼、西船渡、八ツ沼、能中、高田、太郎１、太郎２、太郎３ 

石須部、立木、白倉、松程、大舟木、今平 

〔上郷地区〕 杉山、松原、上郷、大滝 

〔沢内地区〕 古槇、送橋、下芦沢、水本 

〔宮宿エリア〕本町、西町、栄町、助ノ巻、大町、元町、西原、前田沢、新宿、四ノ沢 

〔和合地区〕 小原、宿、沼向、平、大隅 

〔北部地区〕 大谷１、大谷２、大谷３、大谷４、大谷５、大谷６、大谷７ 
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中沢、真中、舟渡、栗木沢、川通、大暮山、大沼 

（ア）西部地区、上郷地区、沢内地区、宮宿エリアの利用者 

    ・同エリア内は全域で利用できる。 

    ・同エリアから平地区、舟渡地区の一部 、川通、大暮山、大沼まで利用できる。 

ただし、途中での乗降車はできない。 

（イ）平地区、舟渡地区の一部、川通、大暮山、大沼の利用者 

    ・町内全域でデマンドタクシーを利用できる。 

（ウ）和合地区（平地区除く）、北部地区（舟渡地区の一部、川通、大暮山、大沼を除く）

の利用者 

    ・同地区から平地区、舟渡地区の一部、川通、大暮山、大沼まで利用できる。 

     ただし、途中での乗降車はできない。 

    ・西部地区、上郷地区、沢内地区、宮宿エリアまで行けば同エリア内は全域で利用でき

る。 

    ・宮宿エリアから同地区までについて、下り（宮宿発）11 時の便に限り利用できる。 

（エ）真中、舟渡、栗木沢の障害者手帳所持の利用者に限り町内全域で利用できる。 

 

⑦運行時刻 

上り（各地区発 宮宿エリア行き） 8:00、9:30、13:00、15:00、16:45 

下り（宮宿エリア発 各地区行き）8:45、11:00、12:15、14:30、16:00 

                               

２ 運行車両 

  トヨタハイエースワゴンＧＬ ４ＷＤ車 ５台 

うち、１台（１号車）にはスキー・スノーボード用キャリアボックスを設置している。 

○車両ナンバー別運行委託先と無線呼称 

車両ナンバー 運行委託先 無線呼称 

山形 300 の 73-53 朝日タクシー １号車 

山形 300 の 73-52 朝日タクシー ２号車 

山形 300 の 73-51 吉田タクシー ３号車 

山形 300 の 73-50 吉田タクシー ４号車 

山形 300 ひ 61-95 予備車両 ５号車 

 

３ 無線局免許状 

種 別 免許番号 免許年月日 識別信号 

基 地 局 東基第  128531 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンドセンター 

陸上移動局 東移第 10105942 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンド１ 

陸上移動局 東移第 10105943 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンド２ 

陸上移動局 東移第 10105944 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンド３ 

陸上移動局 東移第 10105945 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンド４ 

陸上移動局 東移第 10115858 号 平成 26年 6 月 1日 あさひデマンド５ 

 



デマンド型タクシー「あいのり号」運行エリア 資料４－1

青枠内平成22年度運送実施区域

赤枠内平成23年度運送予定区域

黄枠内公共交通空白地区

凡 例

青枠内平成22年度運送実施区域

赤枠内平成23年度運送予定区域

黄枠内公共交通空白地区

凡 例

青枠内平成22年度運送実施区域

赤枠内平成23年度運送予定区域

黄枠内公共交通空白地区

凡 例

青枠内 平成22年度運行エリア

赤枠内 平成23年度運行拡大エリア

凡 例

H23年度運行拡大エリア

H22年度運行開始エリア

平

西部

上郷

沢内

宮宿エリア

大沼

大暮山 北部

川通 和合

舟渡
























































